
　

小説・エッセイ
ＢＬＡＮＫ  ＰＡＧＥ 内田 也哉子 文藝春秋 ８０歳。いよいよこれから私の人生 多良 久美子 すばる舎

利尻島から流れ流れて本屋になった 工藤 志昇 寿郎社 こどものあそびぎ 玉井 健太郎 文化学園文化出版局

紫式部は今日も憂鬱 紫式部 扶桑社 アルプスの少女ハイジの料理帳 イザベル  ファルコニエ 原書房

黒い絵 原田 マハ 講談社 ＪＡ全農米穀部さんのかんたん健康ごはん JA全農米穀部 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

こちら空港警察 中山 七里 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 枯らさず長く楽しむ花の育て方図鑑 オザキフラワーパーク 家の光協会

シャーロック・ホームズの凱旋 森見 登美彦 中央公論新社 日本と世界の犬種図鑑 武内 ゆかり ナツメ社

深夜カフェ・ポラリス 秋川 滝美 アルファポリス うまくてダメな写真とヘタだけどいい写真 幡野 広志 ポプラ社

戦国女刑事 横関 大 小学館 歌が誘う北海道の旅 藤尾 均 新評論

ツミデミック 一穂 ミチ 光文社 空と風と時と 追分 日出子 文藝春秋

天山の小さな春 曾野 綾子 河出書房新社 ＢＩＧ  ＦＬＹ大谷翔平プレイバック２０２３ 岩手日報社

デウスの城 伊東 潤 実業之日本社 釣りボン ボンボヤージュ 主婦と生活社

トゥデイズ 長嶋 有 講談社

鋼の絆 五十嵐 貴久 祥伝社 児童書・絵本

ＦＩＣＴＩＯＮ 山下 澄人 新潮社 脳と目がカギ！色のふしぎ 竹内 龍人 誠文堂新光社

真夜中法律事務所 五十嵐 律人 講談社 １０代から身につけたい「伝える力」 池上 彰 ＰＨＰ研究所

山ぎは少し明かりて 辻堂 ゆめ 小学館 いろんないきものかぞくのカタチ 澤口 たまみ 福音館書店

吉野朝残党伝 天野 純希 潮出版社 給食にでてくる魚と肉の切り身図鑑 こどもくらぶ あすなろ書房

わたしに会いたい 西 加奈子 集英社 あしたの笑顔 横田 明子 あかね書房

私たちの特別な一日 飛鳥井 千砂 東京創元社 ネコはとってもいそがしい 吉野 万理子 くもん出版

ようこそ、ヒュナム洞書店へ ファン ボルム 集英社 はざまの万華鏡写真館 廣嶋 玲子 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

いまのきもちはどんないろ？ えがしら みちこ ＫＡＤＯＫＡＷＡ

実用書 ちゃうちゃうちゃうねん もり なつこ 文研出版

なるようになる。 養老 孟司 中央公論新社 どんなくるまにのるでしょう？ 鈴木 まもる 小峰書店

大学の先生と学ぶはじめての地理総合 佐藤 廉也 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ヌードルたべるプードル エマ  ヴィルケ ＮＨＫ出版

経営 稲盛 和夫 ダイヤモンド社 へびのくび 織田 道代 フレーベル館

あなたが独りで倒れて困ること３０ 太田垣 章子 ポプラ社 みらいってなんだろう 細川 貂々 講談社

保育園一年生 てぃ先生 サンマーク出版 ミライチョコレート ザ　キャビンカンパニー 白泉社

５文字で星座と神話 すとう けんたろう 講談社 ヤモリ３きょうだい やぎ たみこ 理論社

旬の鳥、憧れの鳥の探し方 石田 光史 文一総合出版

地球の冷やし方 藤村 靖之 晶文社 ＊他多数の図書を入書しています。どうぞご利用下さい。

その１「おとな六法」 岡野 武志・アトム法律事務所／著
クロスメディア・パブリッシング

著者はＹｏｕｔｕｂｅｒとして日本一のチャンネル登録者数を持つ
『岡野武志・アトム法律事務所』です。

私たちが日常生活で何気なくやっていることが、実は法律に触れて
いる可能性があります。本書ではそんな法律を身近に感じてもらうた
め、身近な疑問やありえない質問に答えています。例えば、「ゾンビ
を殺すのは犯罪になりますか？」、「ウルトラマンが怪獣と戦う中で
街を壊すのは犯罪ですか？」など一見バカバカしい質問にも回答して
います。

答えを知りたい方は是非とも本書を手に取ってお読みください。
「おとな」も「こども」も面白くて役に立つ、一家に１冊備えてお

きたい六法です。

その２「うまたん」 東川 篤哉／著 ＰＨＰ研究所

牧場の娘の女子高生・牧陽子は、実家の近所で殺人事件に遭遇。そ

の容疑者とされたのは近所の乗馬クラブの乗用馬・ロック。本当に

ロックが殺人を？と腑に落ちない陽子の耳に、コテコテの関西弁が聞

こえてきて･･･。

殺人、窃盗、金銭トラブル･･･小さな田舎町で起こる不可解な事件。

それを解決するのは牧場の娘と元競走馬！？

すべての事件の裏に「馬」があり！？な馬だらけのユーモア連作短

編ミステリーです。

その３ 「おあとがよろしいようで」 喜多川 泰／著 幻冬舎

門田暖平は、群馬から東京の大学に進学したが、特にやりたいこと
もなく、人付き合いも苦手なことから大学四年間はバイトに明け暮れ
ようと考えていた。しかし、落語研究会の部長・忽那に出会い流され
るように入部することになる。自分に自信を持てなかった暖平だった
が、優しい部員たちと落語の魅力によって思いがけない方向に人生が
変わっていく。

読み終わった後、落語に触れたくなる心温まる物語です。


